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スタ－チス・シヌア－タオリジナル栄養系品種は、二度切り作型に挿し芽苗利用作型を組み合わせること

により長期出荷ができ、収益性の向上と苗コストの軽減が可能である。挿し芽苗利用作型では、秋出し作型

となるが冷房育苗は不要である。 

 

図１ オリジナル栄養系品種の作型 

 
○  ： 定植 
▼  ：  挿し芽 
●  ：  鉢上げ 
   ：  生育期間 
    ：  据え置き期間 
   ：  採花期間 
 
 
 

 
表１ 培養苗利用抑制型の採花本数（平成 10 年） 

 
 オリジナル栄養系品種利用抑制

作型では９～13本程度採花可能で

ある。 
 
 
 
 
 

 

 

表２ 抑制後の二度切り作型の採花本数（平成９年抑制栽培後の据え置き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真１ 栄養系品種の栽培状況 
 

  

  

 据え置き栽培の採花本数は３０～４０本程度採花可能である。 
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株当たり採花本数（本） 
品 種 

２Ｌ Ｌ Ｍ Ｓ 計 

ＮＳ１ 6.2 2.2 0.4 0.5    9.3 

ＮＳ12 0.5 2.5 5.7 4.6   13.3 

ＮＳ14 0.3 0.8 4.2 7.7 13.0 

ＭＳＲ 1.2 2.0 1.8 3.6    8.6 

注）定植時期：７月16日(冷房育苗期間50日)、無加温ハウス 

  採花期間：９月14日～11月28日 

株当たり採花本数（本） 
品  種 

２Ｌ Ｌ Ｍ Ｓ 計 

  ＮＳ１   9.8    6.8    7.1 4.0 27.7 

  ＮＳ３   13.3   10.0    5.5 7.8 36.6 

  ＮＳ12    5.8   10.7    6.3 2.7 25.5 

  ＭＳＲ    0.3   16.0   16.7 6.8 39.8 

ＭＳＲ（挿し芽）    2.7   16.3   16.0 9.3 44.3 

注）最低温度：10℃管理  

  採花期間 ＮＳ１：３月25日～６月16日 

       ＮＳ３、ＮＳ12、ＭＳＲ：３月10日～６月16日 
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